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審議会において科学的知見に基づき検証すべき事項①②

地球温暖化に伴うイチョウの衰退と地下水遮断の影響に関
する科学的調査・

イチョウの衰退については、2022年12月26日に日本イコモス国内委員会が、樹木医の協力のもと、
公表を行いました。これに対して事業者は、この事実を一切認めず、「すべてのイチョウが健全であ
る」とする環境影響評価書を2023年1月20日に提出されました。

2023年1月30日、東京都環境影響評価審議会は、これを受諾し、同年2月17日、同事業の施行認可が
行われ、樹木の伐採が新宿区長により許可されたところです。

しかしながら、2024年9月9日の事業者のプレス発表では、衰退が既に2022年以前より始まっている
ことが、事業者サイドの樹木医の見解として報告され、イコモスの調査と一致いたしました。

2024年10月21日の東京都環境影響評価審議会において、事業者は、この事実を説明せず、2023年5月
より事業者が開始した調査報告書に基づいてイチョウの衰退を認めましたが、2023年1月20日提出の
「環境影響評価書の虚偽」を認めることはありませんでした。審議会でもこの重大な「虚偽の申請」に
ついては、不問に付され、審議は行われませんでした。

イチョウ並木の保全は、市民、事業者、東京都が原則としており、開発により「環境に重大な影響を

与える」ものであるため、再審が必要です。
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２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損

2022年11月7日 2024年 9月19日
2022年12月
衰退は明らか。
イコモス調査を公表

2023年1月20日
事業者：イチョウはすべて
健全とし、環境影響評価書
を提出

2023年1月30日 アセス審議
会受理

2023年2月17日 東京都施行
認可、伐採許可

2024年9月9日 事業者樹木
医、衰退を認める報告

2024年10月21日
事業者、2023年1月の虚偽の
報告の事実を説明せず。
審議会でも、検討されば
かった。
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検証すべき事項③
ラグビー場の建設による「保存緑地の持続的維持の検証」

保存緑地の主木 は、ヒトツバタゴ、ヤエザクラ、
シダレザクラ、ヤマザクラ、ケヤキ、クロマツ
等の日照を必要とする「陽樹」である。

スダジイ（3本）、シラカシ（2本）などの「陰
樹」は少ない樹林地である。

日影図と樹木 の種類を合わせて考察し、保存緑
地が持続可能であるかどうかの、樹木 医の判断
が必要であるが、この点が欠落しており、再審
が必要である。

なお、事業者報告において、事後、群落調 査 を
おこなうという説明があったが、ラグビー棟の
建設により生じる影響を評価することが「環境
影響評価」であるので、事後ではなく、評価書
に記載しなければならない。

なお、モニタリング・サイトは定点を設定し、
保存緑地として維持する必要があるが、示され
ていない。存



出所：第7回東京都環境影響評
価審議会総会
2024年10月21日

検証すべき事項④⑤
芝生広場の本移植地の図面が公表されず、審議に必要である客観的資料が提示されなかっ

た。芝生広場の面積の減少に対して、図面に基づく説明が行われなかった。

移植樹木の植栽地として10月21日の審議会で
報告されたエリアのこれまでの計画図。テニ

スクラブが建設され、樹木は1列のみ



机上の空論

・植栽スペースなし。
・会員制テニスクラブの建築を

芝生広場の軸線上に建てること
は厳禁。

・外苑の近代文化遺産
の究極の破壊

建国記念文庫・第二球場の移植樹

移植樹
建国記念文庫

24本
第二球場13本



外苑：日本を代表する近代風景式庭園（ CULTURAL LANDSCAPE）

コアが芝生広場とこれを囲む樹林地（ 疎林から次第に密度を増していく構成）



歴史的樹木は判読可能

昭和20～25年にかけて米軍が撮影した外
苑

戦災でも焼け残った創建時からの樹木を
判読することができる。

芝生広場縁辺部
・自然風景式庭園の疎林

建国記念文庫の森、相撲場（ 第二球場）
・自然風景式庭園の外縁を構成
する樹林地

【出典】
国土地理院(2022)：年代別の写真, 
https://maps.gsi.go.jp/#17/35.676076/139.721503
/&base=std&base_grayscale=1&ls=std%7Cort_USA
10&blend=0&disp=11&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m
0f0&d=m, 2022.2.14閲覧
・撮影…1945～1950年

検証すべき事項⑥
芝生広場（風致地区A）における歴史的樹木の大量伐採



会員制テニスコート整備により伐採
されるヒマラヤシーダー、ケヤキ。
風景式庭園の芝生広場の境界を構成
する重要な樹林地



会員制テニスコート、及び移植樹により伐採
されるトチノキ、移植されるシラカシ、ヒマ
ラヤシーダー（創建時よりの樹木）

創建時より生育している樹木を何故伐採、移
植し、建国記念文庫からの移植樹を植えるの
か？明確な説明が必要。



会員制テニスコート整備によ
り伐採される大イチョウ



霞ヶ丘門、及びスダジイの保全：検討が行われなかった⑦



安全性の検証⑨

狭い歩道橋 シミュレーション必要、

Pedestrian bridge 
(approx. 6.5m should 
be announced)
It is narrow, so a safety 
simulation is necessary
The district plan needs 
to be re-examined.
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秩父の宮ラグビー場入口のイチョウ
報告が行われなかった。⑧



１９２
３

調整池
1920年代建設

土塁
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小川枯渇
深刻な水不足
ナラガレ

ナラガレの
蔓延

事業者の主張する
再開発事業の大義

内苑の緑を護る

不可能
問題の根源



水循環系の可視化（流動経路）

18地表面直下に配置した粒子の3次元的な流動経路を水平面内に
投影表示したもので、地表水を青、地下水を赤で示している
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